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はじめに







た。その後、ケンブリッジ大学のジーザスカレッジに入学した。 年 月 日登録され、












同君はキケロの 老年について を読了し、午後にはサルスティウスの ユグルタ戦
記 を読み始めています。
マルサスの思想形成と 人口論 への影響





















（ 年 月 日。 ［ ］ 橋本［ ］ 。）
ウェークフィールド塾時代の日課をマルサスは次のように記している。
午前 約 時間 ギリシャ史
その後 時間 ユークリッドと代数学とを交互に
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（ 年 月 日。 ［ ］ 橋本［ ］ 。）
講義は明日から始まります。先週多少の暇を得て数学の復習をしていましたので、昨
日のテストにより 年上級のクラスでの受講資格ありと認定されました。 マクロー




















マルサスは初版 人口論 のあと、さまざまな資料を渉猟して、 人口論 の主張を実証
しようとした第 版を上梓し、以後、その線に沿って人口論を改訂し続けた。そこで本稿で
は、最終形態である第 版をもとに、マルサスが西洋古典をどう読んだのかを検討してみる。





































［ ］ 訳 ）。
ここにウォーレスとマルサスのリウィウスの読み方の違いが現れている。まず先に注 で







土地に、無数の自由民がいたのだろう。（ ［ ］ 訳 ）。この邦訳とウォーレスによる英訳が












おり、そのことを示す表を、 古代近代の人口 の冒頭で掲げていた（ ［
（ ）］ ）。そしてそれが実際にはさまざまな事情で発揮されないことがあることも認識

























































場所になにもいるいわれはないのである。 （ ［ ］ 、訳 ）。
）この論争は明らかに古代近代論争の枠組みの中にある。 新旧論争 の項目参照（ウィーナー




























如）（ ［ ］ 、訳 。）というところである ）。これは直接遺棄につい
て述べているわけではない。しかしそうとも解釈できる余地はある。タキツスの ゲルマニ











い、といって、全文引用するくだりで（ ［ ］ 訳 、原注
）、この演説を道徳的腐敗がローマで進行していたことの証としている。実はこの演説は
習俗が腐敗していた例証としてモンテスキューが 法の精神 で引用したものだから







）同じ箇所をヒュームも 古代人口論 の注 で挙げている（ ［ ］ 訳 ）。
） 子供の数を制限したり、あるいは、相続人以外の子供を一人でも殺すことは、恥ずべき行為と考えて
いる。かの地では醇風美俗が、他のところで立派な法律が持っている以上の威力を発揮しているのであ


































について、人口は か 分の で倍になり、 年で 倍になると主張し、増加の一覧表を
作っていた。またヒュームも 貧乏貧窮が人々の生殖力に加えているあの制限をはずされ、
もしも、それが十二分に発揮されようものなら、各世代ごとに人口は倍加する （
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トンの 法律 と 国家 、およびアリストテレスの 政治学 から示そうとする。 法律
も 国家 も現実の国家を描いたものではなく、架空の理想国家を描いたものである。だか
らウォーレスもヒュームもこれらを主な典拠として議論を展開することができなかった。し
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